
2012年度堀内賞の受賞者決まる

受賞者：伊藤昭彦（独立行政法人国立環境研究所地球

環境研究センター）

研究業績：陸域生態系モデルを用いた気候と生態系の

相互作用に関する研究

選定理由：伊藤昭彦氏は, 生態学の研究により2001年

に筑波大学で学位を取得して以来, 植物の光合成や

呼吸の生理学的反応をはじめとする陸域生態系の多

様なプロセスを数値化し精緻に再現するモデルの開

発に携わり, 気候変化と生態系の相互作用の研究に

大きく貢献してきた.

伊藤氏は, まず自身で開発した陸域生態系モデル

Sim
シム

-CYCLE
サイクル

（Simulation model of Carbon cYCle
 

in Land Ecosystems）を用いて, 生態系が本質的

にもつ不均一性を考慮するため地表面の状態を高い

空間分解能で組み込み, 陸域の炭素循環をグローバ

ルにシミュレートすることに成功した.

次に伊藤氏は, 2002年に開始した文部科学省の

「人・自然・地球共生プロジェクト」に参画し, 地

球システムモデルへ陸域生態系モデルを結合するた

めの研究で中心的な役割を果した. この地球システ

ムモデルは, 気候―炭素循環モデルの国際相互比較

プロジェクト（C4MIP）への参加により, 将来の

温暖化予測において陸域炭素循環のフィードバック

が大きな不確実性の原因になることを明らかにし

た.

また伊藤氏は, 陸域の二酸化炭素収支の推定精度

を上げるため, 新たな制約条件として炭素安定同位

体の交換過程を導入し, さらに二酸化炭素以外の温

室効果ガスや反応性ガスの収支を組み込んだ新しい

陸域生態系モデルVISIT
ビジット

（Vegetation Integrative
 

SImulator for Trace gases）を開発した. 現在

VISIT の利用研究は, 温室効果ガス観測技術衛星

（いぶき）のデータを用いたインバージョンによる

地表フラックス推定, 気候変動適応策としての炭素

管理手法の検討, 生態系が社会にもたらす恩恵すな

わち生態系サービスの新たな評価手法の開発などに

も広がっている.

このように伊藤氏の実績は, 気象学と生態学との

境界領域の研究を著しく発展させ, 気象学における

未開拓分野に踏み込む新たな流れをつくったと認め

られる.

以上の理由により, 日本気象学会は伊藤昭彦氏に

2012年度堀内賞を贈呈するものである.
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受賞者：江守正多（独立行政法人国立環境研究所）

研究業績：地球温暖化問題に関する科学者と社会のコ

ミュニケーションについての科学技術論の展開とそ

の実践に関する研究

推薦理由：江守正多氏は, 2002年に稼働開始した「地

球シミュレータ」を用いた文科省の地球温暖化の将

来予測研究プロジェクトにおいて, モデル開発グ

ループのリーダーとして尽力し, 多くの研究成果を

出してプロジェクトを成功に導いた（業績1～9).

このような成果を背景に, 江守氏は, 現在, 気候変

動に関する政府間パネル（IPCC）の国際的なタス

クグループの一員として, 2013年刊行予定の IPCC

第５次評価報告書においても, 気候モデル評価の章

のLead Authorという重責を担っている.

江守氏はこのような温暖化予測研究の結果が社会

で理解され実際に社会で活用されるためには, 科学

と社会のギャップを埋める新たな境界領域の研究,

すなわち研究プロダクトを社会的に広く理解される

ための説明とその手法を作成・提供する研究が必要

と考え, そのための研究活動を展開した. 具体的に

は, 環境省の政策推進関連プロジェクトの総括班

リーダーとして, 予測不確実性の科学的評価, 気候

予測と影響評価の連携, および気候学者と社会の間

のコミュニケーションのあり方について, 新たな科

学技術論的考察を展開した（業績10～12). その成

果の発信は, 専門的な科学技術論の論文に留まら

ず, 一般向けの複数の書籍の執筆, インターネット

上での発信, ならびに多数のメディア対応, 市民向

けの多くの講演や一般誌への解説記事の執筆等を通

じて行われ, 地球温暖化の科学および予測の意味に

ついて, 社会に向けて積極的に発信し, 学際的研究

としての気候変動科学の構築とその普及に顕著な貢

献を果たしてきた（業績13～16). 江守氏のこのよ

うな研究と社会実践における努力は, 気候科学と他

の科学分野および市民社会との間の理解と信頼関係

の醸成において, 極めて大きな役割を果たしてきた

と評価できる.

このように, 地球温暖化問題と社会とのコミュニ

ケーションを, 文理連携の新たな研究の展開とその

実践的課題として取り組んできた江守氏の大きな功

績は, 堀内賞に相応しい顕著な業績と認められる.

以上の理由により, 日本気象学会は江守正多氏に

2012年度堀内賞を贈呈するものである.
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